
平成２５年度生田緑地マネジメント会議平成２５年度生田緑地マネジメント会議
第２回 全体会

多摩区役所11階 会議室
３月２５日（火）１８：３０～

本日の流れ

○生田緑地マネジメント会議のふりかえり

○緑地における価値観の相互作用

・生田緑地マネジメント会議の目的
・平成25年度 生田緑地マネジメント会議の取組みの報告
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○意見交換会

・東京都市大学 涌井 史郎 教授

・明治大学農学部 倉本 宣 教授

○アドバイザーのお話

・テーマ：『今年度の「生田緑地マネジメント会議」＝「協働のプラット
フォーム」として良かったこと、不足していたこと』

資料 2



生田緑地ビジョン

生田緑地の管理運営イメージ

市民の財産である生田緑地の価値と魅力を高める

（協働のプラットフォーム）
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豊かな自然・文化・人・まちが共に息づき

緑がつながる持続可能な生田緑地の実現

指定管理者による
横断的管理運営

生田緑地マネジメント
会議による管理運営

指定管理者による横断的管理運営

○生田緑地Ｆａｃeｂｏｏｋページの運営
○川崎純情小町及びフリーペーパー「ミスモ」と連携した広報
○古民家カフェ
○青空ピラティス

指定管理者の主な自主事業
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青 ラ ィ
○生田緑地こども映画教室
○ベーゴマ大会「民家園杯」



生田緑地マネジメント会議

＝
生田緑地にかかわる多様な主体が相互に連携・調整しながら、
市民と市の協働による管理運営をする

「協働のプラットフォーム」
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生田緑地マネジメント会議の目的

「生田緑地ビジョン」の実現に向けて、生田緑地にか
かわる多様な主体が集まり、相互に連携・調整しなが
ら、合意形成を図ること。

生田緑地の価値と魅力を高め、誰もが気持ちよく過ご
すことができる公園とするように、自然の保全と利用
の調整を図りながら、生田緑地を市民の財産として持
続可能なものとしていくこと。

生田緑地マネジメント会議 会則 第2条（目的）
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生田緑地マネジメント会議が関わる範囲

マネジメント会議が
関わる範囲

管 理
法令に基づく管理 基本的管理事項

保全・利用に関わること

（例）・自然の保全・利用方針の作成

（例）
・財産管理
・占用許可
・賠償責任
・使用料の徴収
・行動許可

・建物管理・公園設備管理・安全確保
・警備・清掃
・施設補修

（例）
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運 営改修 ・ 整備

施設整備 各種活動・運営プログラム等

（例） ・情報発信（広報・ＰＲ活動など）
・イベント企画・実施
・利用者満足度アンケート
・周辺地域との連携
・市民活動団体等の調整

（例）

（例）

・整備の実施
（園路・公園広場整備等）
・改修工事の実施
・用地買収

（例） ・改修・整備の方針・計画の作成

・公園施設等の
改修・整備に係る調整

自然の保全 利用方針の作成
・植生管理計画の作成
・植生管理に係る活動
・公園利用のルールづくり
・マナー啓発

（例）

・３館の学芸業務

生田緑地マネジメント会議の会議構成

全体会

運営会議

自然環境保全管理会議

自然環境保全管理市民部会

プロジェクト会議 プロジェクト会議
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【第1回運営会議】

【第1回全体会】

【第1回自然会議】

【第2回自然会議】

会議の開催状況

平成25年

3月18日

3月

4月26日

5月22日

6月11日

【第1 回活動】

【第2 回活動】

【第1 回活動】

【第2 回活動】

【第3 回活動】6月

5月

4月

【設立総会】

全 体 会 運 営 会 議 自 然 会 議 里山倶楽部A 里山倶楽部B
市 民 部 会

4月22日

5月4日

休み

5月18日

【第2回運営会議】

【第3回運営会議】

【第4回運営会議】

【第2回全体会】

【第3回自然会議】

【第4回自然会議】

【第5回自然会議】
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平成26年

6月26日

3月25日

7月24日

10月4日

1月24日

6月11日

7月12日 7月30日

9月24日

【第6回自然会議】
2月19日

【第3 回活動】

【第4 回活動】

【第5 回活動】

【第6 回活動】

【第7 回活動】

【第8 回活動】

【第4 回活動】

【第5 回活動】

【第6 回活動】

【第7 回活動】

【第8 回活動】

【第9 回活動】

【第10 回活動】

9月

8月

7月

12月

1月

2月

3月

10月

11月

6月1日

7月6日

9月7日

10月19日中止

11月2日

12月7日

6月15日

7月20日

9月21日

10月19日

11月16日

12月21日

2月15日中止

1月18日

プロジェクト会議の開催状況

平成25年

3月

6月

5月

4月

切手プロジェクト会議 生田緑地への案内を考える
プロジェクト会議

ぐるっとガイドツアー
プロジェクト会議

【郵便局との打ち合せ】

【第1回プロジェクト会議】

【第2回プロジェクト会議】
5月20日

5月1日

平成26年

9月

8月

7月

12月

1月

2月

3月

10月

11月
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【第 回 ジ ク 会議】
6月5日

【オリジナル切手贈呈式】
10月18日

【第1回プロジェクト会議】

【第2回プロジェクト会議】

【第3回プロジェクト会議】
11月25日

10月16日

10月27日

【プレモニタリングツアー】

【企画会議】

【関係者ヒアリング】

10月13日、

【関係者ヒアリング】

11月18日、11月20日
11月28日、12月3日
1月10日、1月14日

【コース踏査】 11月13日

【企画会議】 12月12日
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設立総会での意見

10

第1回 全体会ワークショップの意見
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３つの分野でふりかえり

管 理

改修 ・ 整備

12

運 営

取組み
自然の保全・利用方針の策定

【内容】

改修・整備管 理 運 営

・マネジメント会議設立準備会において、緑地内で活

動する団体を中心に議論し案を作成した。

・第１回運営会議において、当方針案が承認され、市

に提言した。

・８月に行政計画として策定した。

【概要】

・生田緑地のエリアごとの特性に応じた自然の保全及び利用の大きな方向性を定めるものである。

・植生を含む生態系の保全・育成を行うための具体的な管理の計画である「生田緑地植生管理計画」

の前提となる上位概念となるものである。 13



改修・整備管 理 運 営

取組み 生田緑地オリジナルフレーム切手

【きっかけ】

生田緑地風景印

切手プロジェクト

・設立総会において、生田緑地ＰＲのために、切手作

成のアイデアが出た。

・第1回運営会議において、生田緑地のＰＲを目的に、

オリジナル切手を作成したいとの提案があり、プロ

ジェクトが立ち上がった。

【概要】

・生田緑地の様々な魅力をPRすることを目的に、郵便局と連携しオリジナルフレーム切手を作成。

・市内郵便局9局の生田緑地の風景印をリニューアルした。
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・川崎市の郵便局４局と連携。

・マネジメント会議会員から、切手のデザインとなる写

真を募集し、オリジナルフレーム切手を作成した。

・切手は市内郵便局やビジターセンターで販売した。

・プロジェクト会議で作成したフレーム切手を川崎市長

へ贈呈した。

【具体的に取り組んだ活動】

取組み
生田緑地ばら苑への案内

【きっかけ】

改修・整備管 理 運 営生田緑地への案内を
考えるプロジェクト

・地域活動団体、自治会、商店街、民間企業等が参

加し ばら苑までの案内について考える

・第１回全体会において、案内やガイド、おもてなし

に関する意見がだされた。第２回運営会議において、

プロジェクトが立ち上がった。

【内容】

【概要】

・ばら苑や生田緑地への行き方を分かりやすくすることを目標として、様々な人や団体と協力しなが

ら案内の方法を考え、実行していく

・今年度は、３回のプロジェクト会議を開催し、生田緑地ばら苑への案内について考えた。
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加し、ばら苑までの案内について考える。

・遊園駅からばら苑、生田緑地まで歩き、現状を把握した。

・駅前で案内チラシを配りながら、ばら苑や生田緑地まで

の道を案内した。

・これまでの活動についてふりかえり、まとめを行った。

・案内看板についての意見を、とりまとめ、川崎市へ提出

した。

【具体的に取り組んだ活動】



【きっかけ】

取組み
ぐるっとガイドツアー

改修・整備管 理 運 営生田緑地ぐるっとガイ
ドツアープロジェクト

・マネジメント会議設立以前から、生田緑地内を案

内するガイドツアーについて意見が出ていた。

・第１回全体会において、案内やガイド、おもてなし

に関する意見がだされた

【具体的な活動】

【内容】

【概要】

生田緑地と３館の魅力を、来園回数の少ない単館利用者や３館の利用回数が少ない緑地リピーター
に対して、多様な魅力をわかりやすく伝えて興味を持っていただき、緑地や３館のファンを増やすこと
を目指す。
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・３館館長や生田緑地関連団体へのヒアリング

・生田緑地コース踏査

・プレモニタリングガイドツアーの実施

【具体的に取り組んだ活動】

【内容】

・指定管理者が中心となり、多くの人が携われる形で

生田緑地を横断的に案内する

市民部会の活動

【活動内容】

取組み

改修・整備管 理 運 営自然会議

里山倶楽部Aは、1年を通して、里山の

自然を楽しんでもらう活動。皆伐更新
地区の萌芽と実生の成長調査、・物調
査と保護活動や萌芽と実生の保護のた
めの下草刈り・植物観察調査・実生周

【概要】

市民の誰もが生田緑地の自然に触れ、市民の力で管理活動を実践する活動や管理活動す

る市民を育てること等を中心に活動 17

囲のアズマネザサなどを実施した。

里山倶楽部Bは、各回毎に募集し、市

民が誰でも気軽に参加できる活動。モ
ニタリングをしながら、生田緑地の自然
を考えたり、 勉強会を開催したり、実際
に雑木林の植生管理などを実施した。



西口園路整備に関する意見交換

【内容】

取組み

改修・整備管 理 運 営自然会議

・第１回～第５回の自然会議において議論し

た。

・９月１１日に、西口園路整備計画に関する意

見書を、自然会議会長から公園緑地課長あて

【概要】

生田緑地西側からの新たなアクセスルートとして整備された、ゴルフ場の新クラブハウスから

岡本太郎美術館に繋がる園路。 18

に提出した。

・９月２４日に、自然会議から提出された意見

に対する市の見解が、公園緑地課長から自

然会議会長あてに提出された。

・3月20日に開通。

その他
生田緑地サマーミュージアム

【内容】

サマーミュージア
ム実行委員会

改修・整備管 理 運 営

・生田緑地サマーミュージアム実行委員会主

催で、8月4日（日）に開催した。

・実行委員会は、市民団体・地域団体、行政、

生田緑地運営共同事業体等で構成。専修大

学インタ ンシ プ生も参加した

【概要】

「人・自然・芸術・文化をつなげる。」をコンセプトに、豊かな自然と個性的な文化施設のある生田緑

地を楽しんでもらうイベント。 19

学インターンシップ生も参加した。

・出店のほか、芝生広場で遊ぼう！やフォレス

トステージ、納涼民家園、ゴルフ場開放などを

行った。



その他
多摩区民祭

【内容】

多摩区役所地域振
興課

改修・整備管 理 運 営

・10月19日（土）に実行委員会主催で実施さ

れた。

・当日、生田緑地運営共同事業体ブースを出

展し、その中に生田緑地マネジメント会議ブー

【概要】

多摩区民祭実行委員会主催で「この指とまれ２０１３」をテーマに、舞台、パレード、出店など行

う区民手づくりの祭り。 20

スを設置。

・マネジメント会議の概要や取り組みを説明す

るパネルの設置や、会員の活動を紹介するチ

ラシの配布を行った。

その他 KAWASAKI  T.A.M.A.Festival

【内容】

多摩区商店街連合会 改修・整備管 理 運 営

・第１回運営会議において、多摩区商店街連

合会から、当イベントの計画が提示された。

・１１月１６日（土）、１７日（日）に実施。合計約

15,000人が来場した。

【概要】

観光資源である生田緑地を活用し、まちのにぎわいや商店街の活性化を目指す、多摩区商店街

連合会のイベント。 21

・開催にあたっては、生田緑地の3施設との連

携により、3施設の利用料金の20パーセント

割引を実施した。



市民活動団体の広報

【内容】

改修・整備管 理 運 営

会員の
取組み

生田緑地運営共同
事業体

・生田緑地公式ホームページのイベントカレン

ダーや生田緑地市民活動団体イベント・会員

募集ブログによって、会員の活動をＰＲできる

場を整備。

【概要】

・生田緑地公式ホームページで、生田緑地マネジメント会議会員の活動やイベント情報を発

信できるツールを整備した。
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・掲載方法や掲載条件等のルールを設定

・指定管理者がサポートしながら、管理運営す

る。

・引き続き会員の意見を反映させ改善させて

いく。

緑地における価値観の相互作用緑地における価値観の相互作用

明治大学 農学部 農学科
教授 倉本 宣
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今年度の取組みのふりかえり

生田緑地マネジメント会議

＝
• 何が良かった？

• 何が不足していた？
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「協働のプラットフォーム」

ワークショップ

何が不足していた？何が良かった？

テーマ：「協働のプラットフォーム」として何が良かった？
何が不足していか？
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アドバイザーからのお話アドバイザーからのお話
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東京都市大学 環境情報学部 環境情報学科
教授 涌井 史郎


